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• 既存の防災システムは実災害時の被害情報が送られてきて初めて稼働し、実災害
時の被災地の状況は支援次第で様々に変化する。

新世代訓練環境の実現 DSG-SIM 2

訓練時
OODA
ループ

災害時 訓練時

自治体防災
システム

1. 被災地情報は
複数システムで収集

2. SIP4Dに集約
3. 自治体防災システムで観察（O）
4. 情報をもとに方針を検討（O）
5. 対応方針の決定（D）
6. 対応策の実施（A）→1. に戻る

• 対応策1
• 対応策2

仮想被災地

災害時と同じオペレーションを可能にする訓練シミュレータ

対応方針

災害時
OODA
ループ

1. 被災地情報を訓練シミュレータで計算
複数システムへ疑似被害情報を送信

2. SIP4Dに集約
3. 自治体防災システムで観察（O）
4. 情報をもとに方針を検討（O）
5. 対応方針の決定（D）
6. 対応策をシミューレータで実施（A）

→1. に戻る

入力値• 対応策1
• 対応策2

DSG-SIM

→ 実災害時と類似した情報付与が可能な災害訓練シナリオ(DSG-SIM)を提供する。



各種統計に基づいた
人々の属性を付与

＋α

ネットワーク分析により
実際の施設間距離を反映

その他

D2J-SIMについて

人口・家族構成
モジュール

都市構造
モジュール

日常行動
モジュール

シミュレーション結果

職場A

年齢,性別,職業…

スーパーC

自宅

00:00 12:00 24:00

睡眠 仕事 仕事

自由行動家事食事

エージェントの1日の行動を決定

iタウン

ゼンリン

模擬個票

社会現象
モジュール

1億2千万が生活する仮想日本で社会課題を解く

防災(DSG-SIM)・医療計画・福祉施設立地 など
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• 仮想空間上で発災させるシミュレーション

• 被災状況等、一貫した情報を各組織に提供

DSG-SIM

訓練のリアリティが大幅に上昇

DSG-SIM

【仮想の被害シナリオ出力（後述）】 【出力結果を連結】

【AIを使った見せ方の工夫】 【訓練で使用】
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• インフラ情報：停電/断水/ガス/通信
• 土砂災害情報：家が巻き込まれたか
• 住宅損壊情報：一部損壊/半壊/全壊・・・
• 住民被害情報：建物倒壊の下敷きになっている
• 避難者情報：各避難所に何人の避難者がいるか
• 保健所情報：保健所のインフラは問題ないか
• 避難所外避難情報：指定外避難所はどこか

架空の避難者名簿

AIアナウンサー AI被害画像

• 妥当性のある被害想定
• 訓練ごとに変わるシナリオ
• 状況付与にAIを活用

• リアルタイム訓練
• 図上訓練
• ブラインド訓練 等々に活用

他のサブ課題がSIP4D-Xedgeに
送るデータを擬似的に作ることも可能

Observe
(観察)

Observe
(観察)

Observe
(観察)



DSG-SIM 対応済の災害

大雨モデル

避難所避難モデル

避難所情報
収集モデル

インフラ被害モデル

土砂災害モデル・人命救助モデル

csv
5次メッシュ単位の
計測震度情報 csv

河川氾濫状況
避難指示発令時刻【インプットデータ】

建物倒壊モデル

大雨警報モデル

道路データ収集モデル
孤立集落探索モデル

河川氾濫モデル
物資支援モデル

津波モデル

！

災害時に発生する様々な事象をコンピュータ上で再現
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消火モデル

地震モデル



パワーグリッド単位で停電地の決定

上下水道のデータから断水箇所の決定

都市ガス供給エリアからガス途絶
範囲の決定

通信基地局のデータから通信途絶
範囲の決定

震度

被
害

フラジリティ曲線
自然発生と被害を繋ぐ手法

国土数値情報
論文情報

過去の災害報告書

小地域ごとで
インフラ使用可否を

GIS上に可視化

保健所や避難所における
インフラ使用可否の情報付与

各保健所のインフラ使用可否
データをD24Hに入力するために

情報を連携・入力
入力 ←保健所向け被害状況

DSG-SIM 例① インフラ被害モデル 6

震度に対応

↑避難所別避難者とインフラ被害データ



DSG-SIM 例② 土砂災害モデル

災害データ

災害データから土砂災害
の被害・被災状況を再現

• 土砂災害発生件数
• インフラ被害情報
• 人的・建物被害情報
• 土砂災害発生要因情報

• 国土数値情報
• 内閣府防災情報
• 国土交通省
• 気象庁 etc. 通報により警察が救助活動*

発見されるまたは
行方不明扱いの確率

事故・けが人を目撃

110番
（警察）

119番
（消防）

通報しない

自治体

救助される /されない

救急隊派遣

インフラ被害

原稿・声生成
AIアナウンサー

119番通報

データ整形

「あなたは緊急放送の
ニュースキャスターで
す。現在の状況を報道
してください」

「119番通報者と消防
本部で受け答えする
音声を作成して」

防衛大臣等

災害情報

派遣命令

災害派遣活動

自衛隊モデル

発災した都市を入力することで、
その都市の土砂災害が発生した様子を生成

AI音声出力
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• インフラ情報：停電/断水/ガス/通信
• 土砂災害情報：家が巻き込まれたか
• 住宅損壊情報：一部損壊/半壊/全壊・・・

シミュレータによる被害情報

都市分類（大都市/地方都市/過疎地域）別で
統計的に有意な項目のみを抽出

・・・

アンケートによる避難意思決定

停電 断水 半壊 一部損壊

学生 木造 年齢 単身

場面を想定させたアンケート調査で
避難行動に影響を与える要因特定

状況付与

避難判断

避難所の選定

指定避難所
道路上の距離で
最も近い避難所へ

指定避難所外避難
最寄りの避難所が

満員の場合

保健師エージェント

対策・時間経過による帰宅

巡回＆
情報収集

被害状況を確認

施設名 避難者 震度 停電 断水 ガス停止 通信途絶

A避難所 279 6強 0 0 0 0

B避難所 330 6強 0 0 1 0

C避難所 51 6強 0 0 1 0

D避難所 225 6強 0 0 0 0

GIS上で
可視化

Plan-A
Plan-B
Plan-C

実際の訓練者
（自治体、実動機関） 対策の検討

現実の意思決定をリアルタイム反映

全国の市区町村・都道府県でシミュレーションが可能

8DSG-SIM 例③ エージェントの避難行動モデル
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